
【参考】特別の教科 道徳 授業構想上のポイント（R2事務所様式使用）

○評価の着眼点
！道徳性が育ったかどうかを評価するのではない
！道徳性につながる学習状況が見られたかどうかを把握する

→ねらいの「学習活動」（～活動を通して）を評価の着眼点として設定

○ねらいの構成～3つの構造を一文で表す
・学習の中心的内容（～について、～を）
・学習活動（～活動を通して）

・道徳性の諸様相（～な心情を育てる、～な判断力を高める、～な態度を育てる等）

○ふりかえり
評価の着眼点をもとに期待したい生徒の反応を置くと授業のゴールがより明確になります。

○まとめ（整理）について
・話し合ったり、考えたりしたことを、自覚できるように整理する
・基本的には道徳科では、複数の考えを一つの考えに教師が集約するような「まと
め」はしない。（自然な流れで集約される場合も考えらる）

○主題名：どのような道徳的価値をねらいとし、教材をどのように活用するのかのまとま
りを表す

○教材名：教材名と出典を示す

☆整合性がとれた上で中身を吟味し、真に生徒を育てる授業構想へとブラッ
シュアップしていく。
☆作成した指導案は、授業構想力を高めていくツールとして役立てることが
できる。

○めあて
学習の見通しをもたせ、意欲を高めるものになるよう導入を工夫して設定

○中心発問（課題）
ねらいに直結した発問として設定。中心発問を支える前後の発問（基本発問）や基本発問
や中心発問を補ったり深めたりする発問（補助発問）とあわせて構成していくと授業の骨
子となる。


